
本
文
は
主
に
、
日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る

調
査
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
末
清
初
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
古
銅
印
研
究
の
勃
興
に
よ
っ

て
、
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の
研
究
家
と
築
刻
家
を
生
み
、
中
国
印
譜

に
対
す
る
興
味
を
示
し
た
。
宝
暦
（
一
七
一
五
ー
六
三
）
の
間
、
印
譜

が
集
中
的
に
舶
載
さ
れ
、
印
学
史
に
関
す
る
名
品
の
同
四
庵
集
古
印
存
』

『
趙
凡
夫
印
譜
』
な
ど
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
専
門
知
識
を

持
つ
人
々
の
注
文
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
印
聖
と
仰
が

れ
る
高
芙
蓉
は
、
早
く
も
漢
銅
印
に
注
目
し
、
舶
載
印
譜
を
研
鑽
す
る

う
え
で
、
漢
銅
印
の
学
術
性
と
芸
術
性
を
高
く
評
価
し
た
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
二
月
二
十
三
日
、
九
州
の
志
賀
島
か
ら
発

見
さ
れ
た
「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
は
、
漢
印
と
し
て
宇
内
も
っ
と
も
精

美
絶
倫
な
古
印
で
あ
る
。
こ
の
金
印
に
関
す
る
研
究
は
、
大
量
の
論
文

は
じ
め
に

が
発
表
さ
れ
、
つ
い
に
中
国
の
学
者
に
及
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
の
蒐
集
に
関
し
て
は
、
明
治
十
三
年
（
一

八
八

0
)
頃
に
、
楊
守
敬
が
日
本
に
到
着
し
た
後
、
い
わ
ゆ
る
金
石
拓

本
を
日
下
部
鳴
鶴
•
松
田
雪
祠
．
巌
谷
一
六
に
伝
え
、
そ
の
影
響
で
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
中

国
古
印
の
蒐
集
及
び
印
譜
原
鈴
の
製
作
が
最
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
の

時
期
、
日
本
に
亡
命
し
た
羅
振
玉
が
京
都
に
居
る
間
、
原
鈴
印
譜
を
い

く
つ
か
作
っ
た
後
に
、
そ
の
古
銅
印
実
物
を
人
々
に
譲
っ
た
。
羅
氏
は

特
に
金
石
学
の
専
門
家
で
、
古
印
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
鑑
識
は
極

め
て
精
審
で
、
日
本
の
古
印
研
究
に
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
私
が
思
う

に
楊
守
敬
氏
よ
り
大
き
い
。

日
本
に
今
あ
る
中
国
古
印
の
数
は
約
八
千
顆
で
あ
る
か
ら
、
世
界
各

国
の
学
者
の
関
心
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

こ
こ
で
幾
つ
か
の
点
を
選
ん
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
楊
守
敬
の
来
日

日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
の
研
究
に
つ
い
て

陳

波
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ま
ず
楊
守
敬
の
古
印
研
究
及
び
印
譜
製
作
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
た

‘° 太
田
夢
庵
『
古
銅
印
譜
挙
隅
』
巻
六
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

楊
守
敬
蔵
印
、
楊
氏
家
蔵
銅
印
譜
、
不
分
巻
、
光
緒
六
年
鈴
印
本
、

官
印
七
、
私
印
九
、
雑
印
四
十
八
、
毎
葉
一
印
、
共
二
本
、
家
蔵

本
、
此
印
帰
郷
氏
松
石
山
房
、
今
已
毀
失

横
田
漠
南
『
中
国
印
譜
解
題
』
に
よ
る
と
、

楊
氏
家
蔵
銅
印
譜
楊
守
敬
中
峡
二
冊
太
田
夢
庵
旧
蔵
光

緒
六
年
・
庚
辰
(
-
八
八

0
)

本
書
は
楊
守
敬
が
携
え
て
来
た
古
銅
印
を
譜
成
し
た
も
の
で
峡
裏

に
「
東
京
下
谷
町
寒
山
寺
製
品
」
の
印
記
が
あ
る
。
乾
坤
の
二
冊

合
わ
せ
て
七
十
四
印
、
釈
文
は
な
く
、
た
だ
紐
種
だ
け
つ
け
て
い

る
。
乾
冊
は
古
璽
、
官
印
多
く
私
印
は
ご
く
紗
な
い
。
坤
冊
に
は

肖
形
印
、
変
形
印
が
入
っ
て
い
る
。
印
色
極
め
て
鮮
や
か
で
押
印

鄭
重
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
楊
守
敬
の
序
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
歳
出
都
、
便
道
東
渡
、
日
下
部
鳴
鶴
先
生
見
而
愛
之
、
仮
以
鈴

数
冊
、
撫
拓
之
エ
、
無
以
復
加
、
余
以
為
此
不
足
言
也
、
（
中
略
）

光
緒
庚
辰
孟
冬
荊
州
楊
守
敬
記
於
東
濠
使
館

序
文
か
ら
、
来
日
し
て
日
下
部
鳴
鶴
と
友
好
を
深
め
て
い
た
こ
と
が
分

①
 

か
る
。
一
方
『
鳴
鶴
先
生
叢
書
』
の
中
で
、
「
三
人
の
益
友
」
と
題
し

て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

ど
う
し
て
楊
が
か
く
も
多
数
の
碑
本
な
ど
わ
ざ
わ
ざ
携
帯
し
て
き

た
か
と
い
う
に
、
楊
は
始
め
何
公
使
の
招
聘
を
北
京
で
受
け
た
の

で
、
途
を
郷
里
荊
州
の
地
へ
迂
回
し
て
、
図
書
碑
本
な
ど
収
蔵
し

て
い
る
暇
な
く
、
た
だ
ち
に
行
李
を
纏
め
て
来
朝
し
た
た
め
、
邪

魔
で
は
あ
っ
た
が
、
北
京
在
住
当
時
の
所
有
品
を
全
部
携
え
て
来

た
の
だ
と
い
っ
て
い
た
。

日
下
部
鳴
鶴
は
明
治
初
期
、
大
久
保
利
通
の
信
任
を
受
け
て
、
太
政

官
の
少
書
記
官
か
ら
大
書
記
官
に
な
っ
た
。
明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）
、

四
十
二
歳
の
時
に
官
を
辞
し
、
生
涯
書
道
研
究
を
す
る
決
意
を
し
た
。

次
に
、
楊
守
敬
が
家
蔵
の
古
銅
印
を
換
金
す
る
こ
と
に
関
す
る
記
述

を
考
察
し
て
み
よ
う
。

『
隣
蘇
老
人
年
譜
』
壬
午
•
四
十
四
歳
に
、

幸
所
携
漢
魏
六
朝
碑
版
亦
多
日
本
人
未
見
、
又
古
銭
古
印
為
日
本

人
所
羨
、
以
有
易
無
、
遂
盈
筐
簑

と
あ
る
。

ま
た
森
立
之
と
の
筆
談
で
あ
る
『
清
客
筆
話
」
第
一
冊
第
十
葉
の
裏

こ‘

近
日
遂
以
所
蔵
金
石
筈
之
、
以
為
刻
貿

と
あ
り
、
ま
た
、
同
第
三
冊
第
二
葉
の
裏
に
、

僕
金
石
是
宿
好
、
書
則
近
日
始
好
、
近
日
好
書
甚
、
故
欲
以
金
石

換
之
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
倫
明
『
辛
亥
以
来
蔵
書
記
事
詩
』
七
九
楊
守
敬
の
条
に
、

在
日
本
則
以
所
携
古
碑
古
印
之
属
易
之
、
無
一
幸
獲
者
、

と
述
べ
て
い
る
。

光
緒
一
十
五
年
（
一
八
九
九
）
鈴
印
の
『
観
自
得
斎
秦
漢
官
私
印
譜
』

楊
守
敬
序
に
、

独
於
古
印
、
則
力
箇
而
縁
樫
、
計
所
得
不
過
―
二
百
枚
、
印
譜
亦

不
及
十
通
、
庚
辰
辛
巳
間
、
在
日
本
悉
以
易
古
書
、
此
事
遂
廃

以
上
の
記
録
に
よ
る
と
、
楊
守
敬
が
漢
籍
を
蒐
集
す
る
た
め
に
、
家
蔵

古
銅
印
を
換
金
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
市
島
春
城
「
郷
男

②
 

の
印
癖
と
松
石
山
房
」
に
、

日
本
で
支
那
の
名
品
を
多
く
蒐
集
し
た
人
は
、
古
今
郷
純
一
二
男
に

及
ぶ
も
の
は
な
い
。
不
幸
に
し
て
其
印
は
大
震
災
で
亡
び
た
が
、

印
譜
は
存
在
し
て
い
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
楊
守
敬
と
郷
氏
松
石
山
房
の
間
の
古
銅
印
に
関
す
る

内
容
も
記
さ
れ
て
い
て
、
な
か
な
か
に
興
味
深
い
。
次
に
そ
の
記
録
を

掲
げ
る
。其
内
に
楊
裡
悟
が
日
本
に
来
た
。
此
人
は
著
物
の
通
人
で
も
あ
り
、

又
金
石
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
齋
し
た
銅
印
は
、
秦
漢
六
朝
、
元

明
に
至
る
ま
で
沢
山
の
数
で
、
且
つ
精
選
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
郷
男
の
食
指
は
し
き
り
に
動
い
た
が
、
楊
は
初
め
は
割
愛
を

肯
ん
じ
な
か
っ
た
が
、
遂
に
男
の
有
に
帰
し
た
。

以
上
、
楊
守
敬
の
家
蔵
古
銅
印
及
び
印
譜
製
作
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
。
楊
守
敬
は
金
石
学
、
地
理
学
、
書
誌
学
と
い
う
多
方
面
に
才
能

を
発
揮
し
た
人
物
で
あ
る
。
日
本
で
の
彼
の
活
動
は
書
誌
学
が
主
で
あ
っ

て
、
古
印
研
究
及
び
印
譜
製
作
は
従
属
の
部
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
楊
守
敬
は
在
日
四
年
で
帰
国
し
て
か
ら
総
督
張
之
洞
、

巡
撫
端
方
ら
に
重
用
さ
れ
、
多
数
の
著
書
を
世
に
出
し
た
。

そ
の
他
に
、
光
緒
七
年
(
-
八
八
一
）
、
日
本
在
任
中
に
刻
し
た

③
 

『
焚
陽
鄭
文
公
碑
双
鉤
本
』
光
緒
三
十
三
年
『
模
刻
北
周
匡
哲
刻
経

頌
双
鉤
本
』
、
宣
統
三
年
『
鉤
刻
遼
東
鳳
凰
城
所
出
高
麗
好
太
王
碑
」

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
楊
守
敬
は
日
本
滞
在
中
の
間
、
町
田
石
谷
氏
の

委
嘱
を
受
け
て
、
「
漢
委
奴
国
王
金
印
考
」
を
立
稿
し
た
。
こ
の
論
考

は
、
稲
葉
君
山
氏
の
解
釈
を
加
え
た
う
え
、
『
考
古
雑
誌
』
第
五
巻
第

六
号
（
大
正
四
年
二
月
五
日
発
行
）
に
発
表
さ
れ
た
。

二
、
羅
振
玉
と
王
国
維
の
在
日

羅
振
玉
(
-
八
六
六
ー
一
九
四

0
)、
字
は
叔
言
、
或
い
は
叔
蘊
な

ど
、
号
は
雪
堂
、
別
名
は
東
海
愚
民
、
永
豊
郷
人
、
貞
松
老
人
な
ど
。

室
名
は
大
雲
書
庫
、
貞
松
堂
、
赫
連
泉
館
、
凝
清
室
、
整
室
、
殷
礼
在

斯
堂
な
ど
甚
だ
多
く
、
浙
江
省
上
虞
県
を
本
籍
と
す
る
人
で
あ
る
。
辛

亥
革
命
に
際
し
て
日
本
の
京
都
に
亡
命
し
た
。
そ
の
時
に
は
永
年
に
わ

た
っ
て
蒐
集
し
た
金
石
書
画
類
を
携
え
て
き
た
り
、
京
都
で
の
八
年
間

の
滞
在
中
に
様
々
の
著
述
を
し
、
特
に
古
銅
印
及
び
封
泥
に
関
す
る
研
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究
と
印
譜
製
作
に
取
り
組
み
、
同
氏
及
び
息
子
ら
の
手
に
な
っ
た
も
の

だ
け
で
も
多
数
に
の
ぼ
り
、
印
学
振
興
に
残
し
た
功
績
は
大
き
く
、
他

と
比
肩
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

王
国
維
(
-
八
七
七
ー
一
九
二
七
）
、
字
は
静
安
、
静
庵
、
伯
隅
、

号
は
永
観
、
観
堂
、
浙
江
省
海
寧
県
の
人
で
あ
る
。
辛
亥
革
命
に
際
し

て
、
羅
振
玉
に
従
っ
て
亡
命
し
、
京
都
に
住
ま
い
し
た
。
日
本
滞
在
中
、

羅
氏
と
一
緒
に
考
証
学
の
正
統
に
従
っ
て
、
経
学
・
史
学
・
金
石
学
の

研
究
に
全
力
を
注
い
だ
。
さ
ら
に
厳
格
に
科
学
的
な
視
点
で
過
去
の
文

化
を
研
究
整
理
し
、
散
逸
し
た
旧
資
料
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
特

に
西
域
か
ら
発
見
さ
れ
た
新
資
料
を
も
と
に
、
新
鮮
な
構
想
と
巧
妙
な

考
証
に
よ
っ
て
、
見
事
に
新
局
面
を
開
い
た
。
特
に
、
敦
煙
で
発
掘
さ

れ
た
漢
簡
に
注
目
し
、
漢
時
代
の
辺
境
の
軍
事
地
理
と
兵
制
官
制
な
ど

を
考
証
し
て
、
『
流
沙
墜
簡
』
を
著
し
た
。
ま
た
一
九
―
二
年
春
、
漢

贖
と
封
泥
印
章
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
い
、
『
簡
贖
検
署
考
』

を
発
表
し
た
。

羅
振
玉
の
自
伝
「
集
蓼
編
」
(
-
九
四
一
年
『
貞
松
老
人
遺
稿
』
所

収
）
で
は
、
こ
の
時
の
こ
と
を
、

予
在
海
東
、
与
忠
慇
論
今
日
修
学
、
宜
用
分
類
法
、
故
忠
慇
撰
釈

幣
胡
服
考
、
簡
贖
検
署
考
、
皆
用
此
法
、
予
亦
用
之
於
考
古
学
、

撰
古
明
器
図
録
、
古
鏡
図
録
、
隋
唐
以
来
古
官
印
集
存
、
封
泥
集

存
、
歴
代
符
牌
録
、
四
朝
紗
幣
図
録
、
地
券
徴
存
、
古
器
物
範
図

録
、
古
璽
印
姓
氏
徴
諸
書
。

小
蓬
莱
閣
古
印
精
華
羅
福
成
輯

同
続
存

と
述
べ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
、
羅
氏
ら
が
在
日
の
間
に
製
作
し
た
封

泥
及
び
古
銅
印
譜
の
目
録
を
整
理
し
て
お
く
。

唇

室

所

蔵

璽

印

羅

振

玉

蔵

印

簡
贖
検
署
考

斉
魯
封
泥
集
存

赫
連
泉
館
古
印
存

続
百
家
姓
印
譜

隋
唐
以
来
官
印
集
存

同
続
集

羅
振
玉
撰

丙
辰
重
九

丙
辰
九
月

呉
大
激
輯
羅
振
玉
序
丙
辰
正
月

同

乙
卯
九
月

羅
振
玉
蔵
王
国
維
考
撰

羅
振
玉
蔵
印

戊
午
十
月
一
九
一
八

ま
た
、
私
家
版
『
雪
堂
印
存
』
が
あ
る
。
こ
の
印
譜
は
、
大
秩
五
冊

不
分
巻
で
、
峡
表
に
「
雪
堂
印
譜
」
の
肉
筆
四
文
字
が
あ
り
、
書
中
に

王
国
維

同

壬
子
暮
春

辛
亥
閏
月

一
九
一
六

一
九
一
六

一
九
一
六

九

五
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序
跛
目
録
釈
文
の
す
べ
て
が
無
く
、
毎
葉
に
二
印
の
印
影
の
み
が
あ
る
。

横
田
実
『
中
国
印
譜
解
題
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
書
は
羅
振
玉
が
亡
命
時
に
北
京
よ
り
携
来
せ
る
古
印
を
京
都

在
住
中
に
自
家
蔵
と
し
て
譜
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら

く
数
部
の
印
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
上
質
宣
紙
に
鈴
印

精
巧
、
す
こ
ぶ
る
善
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
金
石
学
者
と
し
て

の
羅
の
考
証
が
欲
し
か
っ
た
と
惜
し
む
の
は
筆
者
だ
け
で
は
あ
る

ま
い
。

と
述
べ
て
い
る
。

一
九
一
六
年
二
月
四
日
、
王
国
維
は
帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
王
徳
毅
『
王
国
維
年
譜
』
（
中
国
学
術
著
作
奨
助
委

員
会
出
版
、
台
湾
商
務
印
書
舘
、
中
華
民
国
五
十
六
）
に
、

欲
先
返
国
、
会
同
郷
鄭
安
（
景
叔
）
（
為
上
海
英
籍
猶
太
人
吟
同
致

書
先
生
、
約
任
学
術
雑
誌
編
輯
之
戦
、

と
述
べ
て
い
る
。

上
海
に
戻
っ
た
王
国
維
は
引
き
続
い
て
、
羅
振
玉
が
手
が
け
て
い
た

古
銅
印
研
究
及
び
印
譜
蒐
集
に
協
力
し
て
い
て
い
た
。
一
九
一
六
年
六

月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
羅
振
玉
の
為
に
、
陳
介
棋
の
『
＋
鍾
山
房
印

挙
』
を
入
手
し
て
、
京
都
に
郵
送
し
た
。
一
九
一
六
年
六
月
十
六
日
付

6
 

で
王
国
維
が
羅
振
玉
に
宛
て
た
手
紙
に
、

印
挙
景
叔
已
令
其
将
全
書
索
来
、
大
約
数
日
到
（
在
蘇
州
原
主
処
）
、

到
後
一
閲
点
数
、
即
可
交
蝉
隠
寄
東
、
然
以
十
六
金
符
之
印
数
及

価
核
之
、
則
此
甚
貴
芙

と
言
う
。
ま
た
、
同
年
九
月
十
四
日
付
の
手
紙
に
、

原
書
分
装
百
冊
、
首
古
璽
、
次
漢
以
後
官
印
、
次
私
印
、
私
印
之

中
復
以
革
帯
印
、
私
印
、
之
印
及
無
印
字
等
分
類
、
而
各
類
中
又

以
韻
為
姓
之
次
第
、
極
有
条
理
。
唯
装
釘
時
原
次
已
乱
、
而
頗
多

紛
乱
、
若
再
訂
正
重
装
、
則
大
善
也
。

と
語
っ
て
い
る
。
羅
振
玉
と
し
て
は
、
ま
こ
と
に
幸
運
の
機
に
恵
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
四
月
、
羅
振
玉
は
体
調
不
良
の
た
め
、
家
族
と
共
に
帰

国
す
る
こ
と
に
し
た
。
上
海
を
経
て
天
津
に
至
り
、
そ
の
後
十
年
間
寓

居
し
た
。
天
津
で
羅
氏
は
『
凝
清
室
古
官
印
存
』
『
凝
清
室
所
蔵
周
秦

璽
印
』
の
二
譜
を
製
作
し
た
。
羅
氏
の
蔵
印
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
太
田

夢
庵
『
古
銅
印
譜
挙
隅
』
に
よ
る
と
、

整
室
所
蔵
璽
印
不
分
巻
羅
振
玉
蔵
印
、
此
印
今
帰
讃
岐
大
西

氏、幣
室
所
蔵
璽
印
続
集
不
分
巻
羅
振
玉
蔵
印
、
此
印
亦
帰
讃
岐

大
西
氏
、

凝
清
室
古
官
印
存
不
分
巻
羅
振
玉
蔵
印
、
秦
漢
官
印
一
百
方
、

毎
葉
一
印
、
無
序
跛
共
―
一
本
、
此
印
皆
赫
連
泉
館
正
続
譜
中
物
、

今
帰
大
谷
氏
禿
庵
蔵
棄
、

凝
清
室
所
蔵
周
秦
璽
印
不
分
巻
羅
振
玉
蔵
印
、
官
印
四
、
古

璽
二
百
九
十
、
周
秦
一
百
四
十
―
―
-
、
私
印
七
百
七
十
一
、
雑
印
三

-24-



士
ハ
、
毎
葉
一
印
、
無
序
祓
、
共
士
ハ
本
、
此
印
今
帰
台
北
林
氏

曼
斎
緬

と
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
大
谷
禿
庵
氏
が
羅
振
玉
『
凝
清
室
古
官
印

存
』
中
の
古
銅
印
を
譲
り
受
け
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

大
正
士
二
年
(
-
九
二
四
）
六
月
、
大
谷
禿
庵
が
そ
の
蔵
印
か
ら
、

内
藤
湖
南
氏
の
審
定
を
経
て
、
精
粋
六
百
六
十
個
を
選
ん
で
、
『
梅
華

堂
印
賞
』
鈴
印
本
を
世
に
出
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
―
二
十
六
年
(
-
九
六
一
）
、
『
続
梅
華
堂
印
賞
』
も
鈴

印
本
と
し
て
製
作
さ
れ
た
。
神
田
喜
一
郎
氏
が
そ
の
序
文
で
、

古
璽
印
、
上
人
所
尤
嗜
、
周
秦
以
下
官
私
諸
印
、
莫
不
該
備
、
蓋

潟
域
辛
亥
之
変
、
故
家
論
替
、
往
々
有
載
古
璽
印
而
求
泊
此
間
者
、

上
虞
羅
氏
所
齋
為
独
多
、
上
人
兼
金
収
購
、
其
編
成
梅
華
堂
印
賞
、

袖
然
距
峡
、
一
時
観
止
、
皆
以
為
蒐
羅
之
博
、
鑑
別
之
精
、
与
彼

土
諸
名
家
相
駿
斬
也
、

と
語
っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
九
年
(
-
九
六
四
年
）
、
大
谷
大
学
が
『
中
国
古
印
図
録
』

を
刊
行
し
た
。
そ
の
古
銅
印
は
す
べ
て
正
続
『
梅
華
堂
印
賞
』
中
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
図
録
の
編
輯
の
特
色
は
、
古
銅
印
の
印
紐
•
印
面
・

印
影
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
銅
印
の
印
紐
を
つ
け

た
古
銅
印
譜
と
し
て
は
、
中
国
よ
り
早
く
先
鞭
を
つ
け
た
、
印
学
史
上

記
念
す
べ
き
図
録
で
あ
る
。
全
数
七
百
五
十
六
個
を
収
め
る
。
神
田
喜

一
郎
「
中
国
に
お
け
る
古
印
の
鑑
賞
」
と
い
う
大
作
が
附
編
と
し
て
載
っ

三
、
呉
昌
碩
と
河
井
茎
鷹

光
緒
三
十
年
(
-
九

0
四
）
、
中
国
杭
州
孤
山
に
西
冷
印
社
が
印
学

研
究
の
学
術
団
体
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
日
本
か
ら
も
印
学

家
河
井
茎
麿
と
長
尾
雨
山
が
中
国
を
遊
訪
し
て
、
西
冷
印
社
の
列
に
加

わ
っ
た
。

呉
昌
碩
(
-
八
四
四
ー
一
九
二
七
）
は
中
国
浙
江
安
吉
の
人
。
幼
名

は
俊
ま
た
は
俊
卿
、
字
は
倉
石
、
別
に
昌
碩
と
も
称
し
た
。
ま
た
、
苦

鉄
・
缶
鷹
・
大
聾
・
老
缶
な
ど
と
号
し
、
別
号
に
帰
仁
里
民
・
破
荷
亭

長
・
蕪
青
亭
長
な
ど
実
に
多
く
、
ま
た
堂
号
は
、
削
瓜
麿
な
ど
が
あ
る
。

書
画
家
•
印
人
、
さ
ら
に
詩
人
と
し
て
も
盛
名
を
は
せ
、
詩
・
書
・
画
・

築
刻
に
秀
で
、
中
国
最
後
の
文
人
と
称
せ
ら
れ
た
。
特
に
、
石
鼓
文
の

臨
書
に
よ
り
、
独
特
の
築
法
を
得
た
。
ま
た
当
時
新
た
に
発
見
さ
れ
た

封
泥
に
も
関
心
を
示
し
、
三
代
舞
器
・
秦
漢
璽
印
・
碑
硯
拓
本
に
研
鑽

を
重
ね
、
金
石
学
の
全
般
に
わ
た
り
非
常
に
深
い
造
詣
を
持
っ
た
。
明

治
二
十
四
年
(
-
八
九
一
）
、
日
本
の
書
家
日
下
部
鳴
鶴
が
中
国
に
渡

り
、
呉
昌
碩
と
初
め
て
対
面
し
た
。
『
嗚
鶴
先
生
叢
話
』
に
、
呉
昌
碩

に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。

日
下
部
嗚
鶴
の
影
響
を
受
け
て
い
た
河
井
茎
麿
は
明
治
三
十
年
（
一

八
九
七
）
、
呉
昌
碩
に
宛
て
て
初
め
て
手
紙
を
書
き
、
同
時
に
自
刻
の

て
い
る
。
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印
影
を
送
っ
て
印
学
に
関
す
る
指
導
を
求
め
た
。
呉
昌
碩
は
こ
れ
に
熱

心
に
応
じ
、
直
ち
に
返
事
を
書
き
、
ま
た
近
刻
の
印
影
を
送
っ
た
。

明
治
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)、
河
井
は
三
十
歳
の
と
き
念
願
の
渡

華
を
果
た
し
上
海
に
降
り
立
っ
た
。
呉
昌
碩
の
門
を
叩
い
て
以
後
、
呉

氏
の
没
す
る
民
国
十
六
年
(
-
九
二
七
）
十
一
月
ま
で
、
そ
の
交
際
は

続
い
た
。
『
西
冷
印
社
志
稿
』
巻
四
志
文
の
「
西
冷
印
社
記
」
五
種
の

第
一
に
録
さ
れ
て
い
る
河
井
仙
郎
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
の
河

井
茎
瞳
氏
の
こ
と
で
あ
な
。

河
井
茎
鷹
（
一
八
七
―
|
＿
九
四
五
）
、
本
名
は
仙
郎
、
ま
た
遷
と

も
署
せ
ら
れ
た
。
号
は
木
仙
、
別
号
に
は
迂
仙
・
蝉
巣
・
九
節
丈
人
・

知
幻
道
人
・
苦
狐
孔
な
ど
が
あ
る
。
堂
号
に
は
忘
茎
楼
・
継
述
堂
・
宝

書
寵
な
ど
が
あ
る
。

河
井
氏
が
京
都
に
い
る
間
の
刻
印
は
相
当
多
く
、
東
京
へ
移
っ
て
か

ら
は
、
印
を
刻
す
る
こ
と
が
ぐ
っ
と
少
な
く
な
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。

犬
養
木
堂
が
細
野
燕
豪
に
宛
て
た
手
紙
の
中
に
、

彼
（
茎
崖
）
終
年
刀
を
執
ら
ず
、
瀬
亦
甚
だ
し
。
実
は
瀬
に
あ
ら

ず
。
彼
、
米
塩
の
資
に
苦
し
ま
ざ
る
が
故
に
、
面
倒
な
る
こ
と
を

な
さ
ざ
る
の
み
。

と
述
べ
て
い
た
。
一
面
、
河
井
は
三
井
聴
氷
（
名
は
高
堅
、
字
は
達
卿
、

通
称
源
右
衛
門
）
の
為
に
刻
っ
た
印
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
「
聴
氷
蔵

瓦
」
「
三
井
家
聴
氷
閣
」
「
聴
氷
」
「
聴
泳
閣
所
蔵
金
石
文
字
」
「
三
井
高

堅
大
正
紀
元
以
後
所
得
」
「
聴
氷
所
蔵
金
石
文
字
印
」
な
ど
が
あ
る
。

河
井
が
京
都
か
ら
東
京
に
移
居
し
た
の
も
、
故
三
井
聴
氷
の
招
き
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
。

河
井
茎
應
と
羅
振
玉
の
交
際
は
随
分
頻
繁
で
あ
っ
た
。
呉
大
激
『
権

衡
度
量
実
験
考
』
は
、
羅
氏
が
日
本
亡
命
中
に
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

羅
氏
が
蔽
曲
園
「
客
心
斎
中
丞
神
道
碑
」
を
読
ん
で
、
こ
の
著
の
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
が
、
こ
の
原
本
の
行
方
は
杏
と
し
て
分
か
ら
な
か
っ
た
。

日
本
へ
来
て
河
井
の
家
で
初
め
て
見
せ
ら
れ
、
「
驚
喜
望
外
に
出
づ
」

と
、
そ
の
序
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
四
年
(
-
九
一
五
）

の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
太
田
夢
庵

太
田
孝
太
郎
(
-
八
八
―
|
―
九
六
七
）
字
は
夢
庵
。
旧
盛
岡
藩
士

太
田
小
二
郎
の
長
男
と
し
て
盛
岡
に
生
ま
れ
た
。
早
稲
田
大
学
を
卒
業

し
、
横
浜
正
金
銀
行
に
入
り
、
天
津
支
店
に
勤
務
の
時
、
中
国
古
印
と

印
譜
の
収
集
に
給
料
の
殆
ど
を
投
じ
た
。
ま
た
こ
の
間
に
、
方
若
．
羅

振
玉
ら
と
親
交
を
結
ん
だ
。
さ
ら
に
、
旧
盛
岡
藩
ゆ
か
り
の
碩
学
内
藤

湖
南
の
知
遇
を
受
け
、
中
国
古
印
及
び
印
譜
の
研
究
を
深
め
て
い
っ
た
。

太
田
夢
庵
の
蔵
印
数
は
、
千
九
十
一
顆
に
達
し
た
。
大
正
九
年
か
ら

昭
和
七
年
に
か
け
て
、
『
夢
庵
蔵
印
』
『
楓
園
集
古
印
譜
』
十
巻
、
『
同

続
集
』
二
巻
を
製
作
し
た
。
羅
福
願
の
『
印
譜
考
』
四
巻
（
癸
酉
季
冬

墨
縁
堂
印
）
に
よ
れ
ば
、
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夢
庵
蔵
印
八
冊
、
太
田
孝
太
郎
蔵
毎
葉
一
枚
、
前
有
家
大
人
署
面
、

又
序
一
。

と
あ
る
。
ま
た
『
楓
園
集
古
印
譜
』
十
冊
の
条
に
、

日
本
太
田
孝
太
郎
蔵
印
、
毎
葉
印
一
枚
、
無
序
、
前
有
方
若
題
七

絶
二
章
、
又
目
録
、
録
一
、
第
一
至
第
二
冊
古
璽
共
六
十
九
方
、

第
三
冊
官
印
三
十
六
方
、
第
四
至
第
六
冊
私
印
共
二
百
又
八
方
、

第
七
冊
隋
以
後
官
印
六
十
三
方
、
第
八
至
第
十
冊
元
明
印
二
百
十

二
方
、

と
あ
る
。
次
に
『
楓
園
集
古
印
譜
続
集
』
二
冊
の
条
に
、

日
本
太
田
孝
太
郎
集
印
、
毎
葉
一
印
、
前
有
壬
申
家
大
人
書
封
面
、

又
目
録
一
、
第
一
冊
漢
魏
官
印
三
十
八
、
第
二
冊
宋
以
後
官
印
三

十
九

と
あ
る
。
羅
振
玉
の
題
識
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

太
田
先
生
蔵
古
璽
印
至
富
、
近
裏
続
得
者
、
又
為
此
譜
、
壬
申
春

属
上
虞
羅
振
玉
署
題

右
の
三
譜
を
見
る
と
貴
重
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
特
に
羅
振
玉
は

『
夢
庵
蔵
印
』
の
序
文
中
に
、
「
至
諸
官
印
中
、
若
後
将
明
義
司
馬
、
蛮

夷
印
中
、
若
魏
率
善
俊
仔
長
、
並
為
竿
見
、
可
考
証
古
印
制
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
『
夢
庵
蔵
印
』
に
は
、
秦
漢
官
私
印
の
蒐
集
ば
か
り
で

な
く
、
隋
唐
以
降
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
「
崇
信
府
印
」
は
、
伝
存
し
て
い
る
隋
印
一
―
―
つ
の
う
ち
の
一

つ
で
あ
る
。

小
林
斗
蓋
「
隋
唐
印
に
つ
い
て
1

日
本
古
印
の
源
流
ー
」
（
『
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
』
一
四
九
）
に
、

小
野
妹
子
の
遣
唐
使
と
な
っ
た
の
が
大
業
三
年
（
六

0
七
）
、
以

来
、
隋
唐
の
様
式
鋳
法
が
そ
の
ま
ま
輸
入
さ
れ
、
印
工
の
帰
化
し

た
も
の
も
相
当
数
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
秦
漢
以
来
六
朝
ま
で

一
系
を
な
し
た
官
印
の
制
度
が
、
一
大
転
換
を
し
た
隋
唐
期
に
、

日
本
古
印
の
黎
明
期
が
際
会
し
、
そ
の
方
向
を
決
定
づ
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
、
大
田
夢
庵
の
蔵
印
中
で
玉
印
が
貴
ば
れ

る
べ
き
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
太
田
氏
は
「
古
玉
印
小
考
」
（
『
書
品
』

第
七
七
号
）
を
書
き
、
そ
の
中
で
、

玉
印
の
得
難
き
、
筆
者
は
三
十
年
の
力
を
費
や
し
て
僅
に
、
九
紐

を
得
た
に
す
ぎ
な
い
。
筆
者
の
編
す
る
『
好
晴
楼
蔵
玉
印
』
に
お

さ
め
て
あ
る
。
『
夢
庵
蔵
印
』
中
の
「
襄
平
君
」
は
顧
氏
譜
中
の

「
邸
襄
君
」
（
十
六
金
符
斎
、
碧
殴
精
舎
、
古
玉
図
録
に
、
お
さ

め
て
あ
る
）
、
と
共
に
官
印
中
の
双
璧
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

「
宋
嬰
」
は
十
鐘
山
房
旧
蔵
、
「
程
竃
」
は
『
趙
凡
夫
印
譜
』
に

見
る
原
印
で
、
と
も
に
精
品
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

次
に
太
田
氏
の
『
古
銅
印
譜
挙
隅
』
『
同
補
遺
』
を
考
察
す
る
。
『
古

銅
印
譜
挙
隅
』
は
、
昭
和
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
太
田
氏
は
、
中
国
滞

在
中
か
ら
古
銅
印
譜
の
内
容
・
序
跛
等
を
詳
し
く
記
録
し
、
自
蔵
の
も
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の
を
含
め
一

0
五
種
を
十
巻
に
ま
と
め
て
い
る
。
羅
福
願
の
『
印
譜
考
』

よ
り
遥
か
に
詳
細
で
あ
る
。
『
同
補
遺
』
は
、
太
田
氏
逝
去
後
間
も
な

•
V

、
昭
和
四
十
四
年
に
小
林
斗
蓋
氏
に
よ
っ
て
百
部
限
定
の
刊
行
で
、

八
巻
一
四
九
種
に
ま
と
め
、
太
田
氏
自
ら
墨
筆
で
精
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
補
遺
の
中
で
、
明
末
以
来
の
め
ぼ
し
い
印
譜
は
、
大
略
尽
く

し
た
と
い
わ
れ
た
。
古
印
研
究
の
傑
作
と
し
て
、
中
国
で
も
高
い
評
価

が
あ
る
。

平
成
二
年
、
岩
手
県
立
博
物
館
第
二
九
回
企
画
展
「
太
田
孝
太
郎
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
・
中
国
古
印
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

五
、
園
田
湖
城
と
そ
の
周
辺

園
田
湖
城
(
-
八
八
六
ー
一
九
六
八
）
、
本
名
は
耕
作
、
の
ち
穆
と

い
い
、
字
は
清
卿
、
号
は
湖
城
、
平
蓋
と
称
し
、
堂
号
は
穆
如
清
風
堂
、

黄
龍
硯
斎
な
ど
。
滋
賀
県
の
人
で
あ
る
。
園
田
氏
は
、
中
国
古
印
と
印

譜
印
籍
の
蒐
集
に
つ
と
め
な
が
ら
、
永
年
藤
井
有
鄭
館
の
顧
問
と
し
て

蘊
蓄
を
傾
け
、
藤
井
氏
の
『
霞
謳
荘
蔵
古
璽
印
』
を
製
作
す
る
な
ど
し

た
関
係
上
、
古
銅
印
の
研
究
の
精
密
さ
に
至
っ
て
は
、
日
本
の
権
威
と

も
称
す
べ
き
で
あ
る
。
神
田
喜
一
郎
は
そ
の
「
中
国
に
お
け
る
古
印
の

鑑
賞
」
（
大
谷
大
学
『
中
国
古
印
図
録
』
一
九
六
四
年
）
の
中
で
、
「
古

印
の
研
究
に
は
先
覚
者
と
し
て
、
東
京
で
は
河
井
茎
瞳
さ
ん
が
重
き
を

な
し
、
そ
れ
に
つ
い
で
京
都
の
園
田
湖
城
さ
ん
が
出
ら
れ
ま
し
た
」
と

言
っ
た
。
小
林
斗
會
は
「
古
印
探
訪
」
（
『
書
品
』
第
七
十
三
）
の
中
で
、

園
田
蔵
印
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

先
生
の
言
に
よ
れ
ば
、
藤
井
静
堂
翁
は
精
品
は
無
論
集
め
た
が
、

数
の
増
え
る
の
を
―
つ
の
楽
し
み
と
し
、
園
田
先
生
の
軍
司
馬
印

の
十
個
と
名
印
一
個
と
交
換
し
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
と

‘ぅ゚

と
書
い
て
い
る
。

園
田
氏
の
蔵
甲
は
六
百
数
十
紐
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
蔵
印
の
精
美
な

る
こ
と
は
世
の
認
め
る
所
で
あ
る
。
『
穆
如
清
風
室
考
蔵
古
官
印
』
『
平

蓋
蔵
古
璽
印
』
な
ど
所
蔵
印
に
よ
る
印
譜
数
十
種
を
刊
行
さ
れ
た
。

大
正
時
期
に
な
っ
て
、
京
都
の
藤
井
静
堂
の
蒐
集
が
最
も
規
模
が
大

き
く
、
そ
の
蔵
印
は
数
千
紐
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
の
端
方
旧
蔵
の
巨
璽

は
最
も
宝
貴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
『
篤
斎
印
集
』
を
は
じ

め
貴
重
な
数
多
く
の
印
譜
な
ど
、
印
学
全
般
に
亘
る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
る
。

羅
振
玉
が
題
識
を
つ
け
た
「
日
庚
都
幸
車
馬
等
三
巨
璽
鈴
印
」
軸
が

有
郎
館
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
題
識
に
、

此
一
二
璽
、
二
玉
一
銅
。
甲
璽
旧
蔵
呉
窓
斎
中
丞
許
。
乙
璽
初
不
知

誰
氏
蔵
。
璽
面
有
蛸
斗
形
。
丙
璽
為
王
文
敏
公
故
物
。
光
宣
間
。

先
後
帰
梗
陽
端
忠
敏
公
。

と
記
し
て
い
る
。
当
時
、
有
郷
館
顧
問
の
園
田
湖
城
も
跛
文
を
作
っ
た
。

昭
和
六
年
、
藤
井
善
助
（
号
は
静
堂
）
に
よ
る

m瞬
匹
荘
蔵
古
璽
印
』
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が
刊
行
さ
れ
た
。
原
印
実
押
、
一
峡
二
冊
、
第
一
冊
に
は
、
銅
印
玉
巨

璽
そ
の
他
五
十
紐
、
第
二
冊
に
は
、
銅
古
璽
五
十
紐
で
、
釈
文
は
な
く
、

毎
葉
一
印
押
し
た
だ
け
で
あ
る
。

平
成
三
年
藤
井
善
三
郎
に
よ
る
『
有
郷
館
古
印
存
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

一
峡
六
冊
、
『
謳
露
荘
蔵
古
璽
印
』
と
の
重
複
を
避
け
て
、
古
璽
、
秦

漢
官
私
印
、
肖
形
印
な
ど
、
三
百
紐
を
実
押
し
た
。
釈
文
は
福
本
雅
一
・

陳
波
・
田
上
恵
一
・
萩
信
雄
・
村
上
幸
造
。

加
藤
十
郎
(
-
九

0
四
ー
）
、
号
を
紫
山
・
慈
雨
楼
、
京
都
の

人
。
築
刻
家
・
陶
芸
家
、
園
田
湖
城
の
高
弟
で
あ
る
。
加
藤
氏
は
藤
井

有
郷
館
に
加
え
、
園
田
湖
城
氏
と
寧
楽
美
術
館
の
蔵
印
を
全
部
に
わ
た

り
鈴
印
撮
影
し
、
封
泥
の
記
録
も
作
成
し
た
の
で
、
日
本
に
お
け
る
現

存
の
中
国
古
印
研
究
に
と
っ
て
こ
の
資
料
は
不
滅
の
価
値
を
持
つ
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
・

太
田
夢
庵
・
園
田
湖
城
•
藤
井
有
鄭
館
・
大
谷
禿
庵
•
四
国
高
松
の

大
西
行
礼
の
ほ
か
に
、
奈
良
の
中
村
準
一
。
東
京
の
中
村
不
折
も
中
国

古
印
を
数
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
中
村
準
一
、
号
は
石
頗
、
奈
良
の
人
。

古
銅
印
は
呉
大
激
旧
蔵
の
名
印
な
ど
千
三
百
顆
前
後
を
収
蔵
し
て
い
る
。

令
嗣
準
佑
氏
に
よ
っ
て
、
寧
楽
美
術
館
が
建
設
さ
れ
、
一
般
の
参
観
に

供
し
て
い
る
が
、
整
理
と
印
譜
作
成
は
未
完
と
の
こ
と
で
あ
る
。
中
村

不
折
(
-
八
六
六
ー
一
九
四
―
―
-
）
、
名
は
詐
太
郎
。
不
折
は
中
国
に
渡
っ

た
折
り
か
ら
、
書
と
印
に
も
造
詣
が
深
く
、
そ
の
研
究
に
熱
心
で
、
青

銅
器
を
は
じ
め
と
す
る
書
道
に
関
す
る
文
献
や
参
考
品
の
収
集
に
つ
と

め
る
か
た
わ
ら
、
古
銅
印
を
蒐
集
し
、
台
湾
の
林
熊
光
『
弱
斎
璽
印
選

存
』
『
同
続
集
』
七
百
八
十
七
顆
な
ど
を
譲
り
受
け
て
い
る
が
、
し
か

し
名
品
は
依
然
と
し
て
語
斎
に
残
っ
て
い
な
。
不
折
は
生
前
か
ら
自
邸

の
一
部
を
開
放
し
て
、
書
道
博
物
館
と
名
づ
け
、
自
営
で
書
道
古
印
研

究
者
の
た
め
に
開
い
て
い
る
。

次
に
、
太
田
。
園
田
・
藤
井
。
大
谷
四
家
で
製
作
さ
れ
た
中
国
古
銅
印

譜
の
他
に
、
主
な
も
の
を
列
挙
し
て
お
く
。

十
硯
斎
古
銅
印
粋
不
分
巻
明
治
四
十
年
鈴
印
本

佐
藤
進
蔵
印
、
古
璽
十
三
、
漢
魏
六
朝
印
三
十
三
、
唐
宋
印

四
、
元
押
三
十
八
、
共
四
類
、
雑
印
付
後
、
印
文
下
記
釈
文

紐
制
、
間
有
考
証
、
毎
葉
一
印
、
序
跛
各
一
、
共
二
本
。

聴
氷
室
蔵
古
銅
印
明
治
四
十
二
年
鈴
印
本

三
井
源
右
衛
門
蔵
印
、
官
私
印
十
二
、
宋
元
官
私
印
八
十
八
、

毎
葉
一
印
、
無
序
跛
、
共
二
本
。

有
竹
斎
蔵
璽
印
不
分
巻
大
正
六
年
鈴
印
本

上
野
理
一
蔵
印
、
古
璽
二
十
八
、
官
印
七
、
私
印
四
十
八
、

吉
語
及
肖
生
印
十
一
、
宋
元
雑
印
五
十
七
、
共
五
類
、
毎
葉

一
印
、
序
三
、
跛
一
、
共
三
本

五
車
楼
古
印
存
昭
和
七
年
鈴
印
本

中
島
玉
振
蔵
印
、
官
印
四
、
古
璽
十
二
、
・
私
印
十
、
雑
印
十
、

板
格
墨
刷
、
毎
葉
一
印
。

器
斎
璽
印
選
存
昭
和
九
年
鈴
印
本
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林
熊
光
蔵
印
、
各
冊
題
策
下
有
標
目
、
分
十
類
、
凡
十
六
巻
、

板
格
墨
刷
、
毎
葉
一
印
、
共
十
六
本
、
私
印
凝
清
室
周
秦
璽

印
中
物
帰
中
村
氏
孔
固
亭
蔵
奔
゜

鴨
雄
緑
斎
古
璽
印
選
平
成
六
年
鈴
印
本

菅
原
石
麿
蔵
印
、
古
璽
秦
漢
官
私
印
七
百
五
十
゜

真
山
集
古
印
存
平
成
二
年
鈴
印
本

真
鍋
井
蛙
・
陳
波
編
集
古
璽
秦
漢
官
私
印
八
十
五

二
冊
゜

上
田
真
山
蔵
印

銭
君
伺
・
葉
溜
淵
・
高
式
熊
序
゜

日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
譜
の
蒐
集
に
つ
い
て
、
太
田
・
園
田
両
氏

の
ほ
か
に
は
、
横
田
実
氏
が
最
も
系
統
的
に
蒐
集
し
て
い
る
。
横
田
実

（
一
八
九
六
ー
一
九
七
五
）
、
号
は
漢
南
と
称
し
、
長
年
に
亘
っ
て
中
国

古
銅
印
及
び
築
刻
印
譜
の
蒐
集
に
つ
と
め
、
種
類
と
部
数
に
お
い
て
比

類
な
い
収
蔵
と
な
り
、
古
銅
印
譜
約
二
百
三
十
種
、
築
刻
印
譜
―
-
＿
百
種

に
及
ん
で
お
り
、
特
に
、
古
銅
印
譜
の
冠
男
で
あ
る
顧
従
徳
『
集
古
印

⑭
 

譜
原
鈴
本
』
を
収
め
て
い
る
。
長
逝
後
挙
げ
て
東
京
国
立
博
物
館
に
寄

贈
し
た
。
著
に
『
中
国
印
譜
解
題
』
が
あ
る
。

ま
た
北
村
春
歩
(
-
八
九

0
|
＿
九
六

0
)
が
い
る
。
本
名
は
憲
吾
、

号
は
牽
庵
な
ど
。
大
阪
の
人
。
太
田
夢
庵
と
並
ぶ
印
譜
収
集
家
と
し
て

知
ら
れ
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
中
国
・
日
本
四
百
余
種
に
及
ん
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
著
に
『
蘭
室
収
蔵
印
譜
略
目
』
な
ど
が
あ
る
。

一
峡

清
の
道
光
二
年
（
一
八
二
二
）
、
四
川
省
で
最
初
の
封
泥
が
発
見
さ

れ
た
。
四
川
省
に
次
い
で
陳
西
省
西
安
の
遺
跡
か
ら
も
多
数
の
封
泥
が

出
土
し
た
。
四
川
・
陳
西
に
次
い
で
山
東
省
臨
灌
所
在
の
斉
故
都
城
遺

跡
で
も
封
泥
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
封
泥
発
見
及
び
研
究
著
録
に

関
し
て
は
、
王
献
唐
氏
(
-
八
九
七
ー
一
九
六

0
)
『
臨
渦
封
泥
文
字

⑮
 

叙
目
』
（
山
東
省
立
図
書
館
、
民
国
二
十
五
年
）
が
あ
る
。
要
約
す
る

と
中
国
に
お
け
る
封
泥
発
見
は
、
ほ
と
ん
ど
偶
然
に
よ
っ
た
も
の
で
、

学
術
考
古
発
掘
に
よ
る
出
土
層
位
状
態
の
明
確
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

な
お
、
大
正
年
間
に
発
見
さ
れ
た
楽
浪
封
泥
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
王
国
維
は
早
く
も
朝
鮮
漢
墓
に
対
し
て
非
常
に
強
い
関

心
を
示
し
た
。
王
氏
は
一
九
二
五
年
十
一
月
十
五
日
、
羅
振
玉
に
送
っ

た
手
紙
唸
今
日
始
見
馬
叔
平
、
大
談
朝
鮮
古
墓
中
情
形
、
並
謂
其
博
物
館
張

某
君
言
、
曽
有
照
片
一
分
託
内
藤
致
維
、
想
必
有
一
分
致
公
、
維

処
並
未
収
到
、
不
知
公
処
収
到
否
、
内
藤
疎
瀬
多
半
付
諸
浮
沈
突
、

と
言
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
王
氏
は
、
こ
れ
ら
の
写
真
に
目
を
通
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

楽
浪
封
泥
出
土
以
来
の
七
十
年
間
、
日
本
に
お
け
る
楽
浪
封
泥
に
関

す
る
報
告
書
及
び
論
文
が
多
数
発
表
さ
れ
た
の
で
、
封
泥
研
究
が
盛
ん

六
、
楽
浪
封
泥
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で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
重
要
論

文
の
要
点
だ
け
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

藤
田
亮
策
は
「
楽
浪
封
泥
考
」
「
同
続
考
」
（
『
朝
鮮
考
古
学
研
究
』

高
桐
書
院
、
昭
和
二
十
三
年
）
を
発
表
し
、
そ
の
「
楽
浪
封
泥
考
」
に
、

「
大
同
江
面
土
城
里
土
城
か
ら
初
め
て
封
泥
の
発
見
さ
れ
た
の
は
大
正

七
八
年
で
あ
る
ら
し
い
」
と
あ
る
。
ま
た
「
同
続
考
」
に
は
、

土
城
内
の
一
部
か
ら
「
不
而
左
尉
」
以
下
十
一
個
の
確
実
な
る
封

泥
を
発
見
し
、
而
か
も
発
見
地
域
が
一
局
部
に
限
ら
れ
て
、
或
る

建
物
の
焼
失
し
た
と
思
は
る
る
部
分
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
に

至
っ
た
。

と
書
き
添
え
て
い
る
。

次
に
梅
原
末
治
•
藤
田
亮
策
両
氏
が
編
著
し
た
『
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
』

（
名
著
出
版
、
昭
和
四
十
九
年
、
復
刻
版
）
及
び
藤
田
亮
策
「
楽
浪
封

泥
考
」
「
同
続
考
」
に
従
っ
て
、
楽
浪
封
泥
に
関
す
る
記
録
を
検
出
し

て
お
く
。
た
だ
封
泥
及
び
璽
印
の
釈
文
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
楽
浪
太
守
章
」
大
正
八
年
出
土
印
面
ニ
・
ニ
五
セ
ン
チ

総
督
府
博
物
館
八
四
四
九

（
以
下
印
文
は
省
略
）

以
上
挙
げ
た
も
の
は
昭
和
十
一
年
四
月
ま
で
の
全
数
で
、
他
に
私
人

の
珍
蔵
に
帰
し
た
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
官
印
封

泥
二
百
四
顆
、
私
印
封
泥
及
び
文
字
不
明
封
泥
五
十
九
顆
、
楽
浪
漢
印

な
ど
が
あ
り
、
印
学
史
上
類
を
見
な
い
遺
跡
で
あ
る
。

楽
浪
封
泥
に
表
れ
た
郡
県
名
は
、
楽
浪
郡
及
び
郡
内
二
十
五
県
の
中

の
列
ロ
・
呑
列
・
華
麗
の
三
県
を
除
い
た
二
十
二
県
に
達
し
た
。
楽
浪

郡
に
お
い
て
は
太
守
・
大
手
・
丞
・
守
丞
・
長
史
・
橡
な
ど
で
、
県
に

お
い
て
は
、
令
・
長
・
丞
．
尉
な
ど
を
示
し
、
前
漢
末
か
ら
非
新
に
か

け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
特
に
、
私
印
封
泥
と
官
印
封
泥
が
共
存
す
る
こ
と
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
私
印
は
、
上
申
文
書
を
出
す
時
に
使
わ

れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
推
測
で
あ
り
、
楽

浪
木
簡
が
発
見
さ
れ
な
い
た
め
、
確
定
的
な
結
論
を
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
楽
浪
封
泥
の
出
土
状
態
に
関
し
て
、
藤
田
亮
策
「
楽
浪
封
泥
考
」

こ‘
~', 

斯
の
如
き
多
数
の
封
泥
は
当
然
倉
庫
の
如
き
も
の
に
格
納
さ
れ
て

あ
っ
た
と
解
す
る
よ
り
外
方
法
が
な
く
、
而
か
も
余
程
良
き
条
件

の
下
に
保
存
さ
れ
た
と
考
ふ
べ
き
で
、
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
の
調
査

に
よ
っ
て
、
発
見
地
附
近
が
焼
土
焦
瓦
の
多
い
所
で
あ
っ
た
と
の

事
実
は
、
教
へ
ら
る
る
所
が
少
な
く
な
い
。

と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
中
で
、
倉
庫
に
格
納
さ
れ
た
こ
と
と
、

簡
贖
文
書
の
焼
か
れ
た
も
の
を
取
り
上
げ
た
の
は
特
に
注
目
す
べ
き
と

⑰
 

こ
ろ
で
あ
る
。
王
献
唐
も
『
臨
渦
封
泥
文
字
叙
目
』
に
、

因
っ
て
悟
る
、
西
漢
一
代
綿
歴
せ
る
歳
時
、
庫
蔵
の
文
書
は
勢
永

久
に
積
存
し
難
き
を
。
疑
ふ
ら
く
は
後
世
の
官
署
の
制
の
如
く
、

若
干
時
を
歴
れ
ば
即
ち
焚
毀
一
次
せ
る
か
と
。
此
れ
殆
ど
当
時
焚
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毀
の
余
、
火
後
疸
埋
さ
れ
た
る
も
の
、
因
っ
て
独
り
存
す
る
を
獲

た
る
な
り
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
居
延
漢
簡
に
は
、
官
私
印
封
泥
に
関
す
る
記
録
は

多
く
残
さ
れ
た
が
、
封
泥
の
実
物
で
残
さ
れ
た
も
の
は
非
常
に
少
な
く
、

簡
贖
と
一
緒
に
定
期
的
に
処
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

私
印
に
関
す
る
簡
文
を
よ
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

簡
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
み
た
い
。

図
□

以
私
印
兼
行
候
事
謂
第
十
候
長
覇
候
史
敵

E
P
T
五一

・
三
四
二

（
以
下
簡
文
は
省
略
）

即
ち
、
官
印
の
代
り
に
、
私
印
で
公
文
書
を
封
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
陳
直
(
-
九

0
-
|
―
九
八

0
)
『
居
延
漢
簡
綜
論
』
の

中
の
居
延
簡
所
見
漢
代
典
章
及
公
贖
中
習
俗
語
の
条
に
よ
る
と
、
「
以

私
印
代
官
印
、
此
点
亦
為
文
献
所
未
詳
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市
川
任

三
氏
も
そ
の
「
居
延
簡
印
章
考
」
（
『
財
団
法
人
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究

所
紀
要
』
五
、
一
九
六
四
年
）
に
、
「
何
か
或
特
殊
の
事
情
の
際
に
限

り
私
印
を
以
て
代
用
す
る
事
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
其
時
は
文

書
上
に
明
白
に
言
及
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
官
印
と
同
一
効
果
を
持
つ

と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
甘
粛
省
敦
煙
懸
泉
置
で
出
土
し
た
吊
叡
に
は
、
刻
印
注
文
書
が

あ
り
、
即
ち
、

呂
子
都
願
刻
印
、
不
敢
報
、
不
知
元
不
肖
、
使
元
請
子
方
、
願
子

お
わ
り
に

方
幸
為
刻
御
史
十
分
印
一
塊
、
上
印
日
呂
安
之
印
、
唯
子
万
留
意
。

と
記
し
て
い
る
。
刻
印
に
関
す
る
注
文
書
の
要
点
が
全
て
そ
ろ
っ
て
い

た
。
要
す
る
に
、
「
御
史
十
分
印
」
と
い
う
言
葉
は
、
官
印
で
な
く
私

印
の
一
寸
銅
印
鼻
紐
陰
刻
の
意
味
で
あ
る
。
当
時
の
生
の
資
料
と
し
て

は
、
こ
れ
が
最
初
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
印
学
の
上
か
ら
も
印

史
の
上
か
ら
も
、
甚
だ
注
目
す
べ
き
資
料
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
各
節
を
通
じ
て
、
特
に
印
学
研
究
と
古
印
蒐
集
及
び
印
譜
製

作
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
か
く
の
如
く
豊
富
な
内
容
と
多
種
多
様
な

形
式
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
中
国
古
印

に
関
す
る
認
識
を
、
一
段
と
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
こ
で
日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
の
研
究
を
考
え
て
み
る
と
、
古
印

を
蒐
集
し
て
印
譜
を
製
作
し
た
も
の
は
多
か
っ
た
が
、
総
合
的
な
研
究

ま
た
は
時
代
区
分
な
ど
の
研
究
を
す
る
の
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

る。
要
約
す
る
と
、
日
本
に
お
け
る
中
国
古
印
の
研
究
は
、
多
く
の
優
れ

た
人
々
と
、
多
く
の
優
れ
た
経
験
と
を
積
み
重
ね
て
、
高
い
水
準
に
発

展
し
て
き
た
。
だ
か
ら
以
上
の
よ
う
な
幾
多
の
方
面
か
ら
見
て
来
る
に
、

日
本
に
所
蔵
さ
れ
た
中
国
古
印
は
、
印
学
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
同
時

に
、
史
学
な
ど
の
研
究
に
も
役
立
つ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
古
銅
印
研
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集
古
印
範

蘇
氏
印
譜

蘇
宣

印
史

何
通

楽
圃
印
薮
序

立
雪
斎
印
譜

顧
従
徳
隆
慶
六

1
5
7
2

羅
王
常
万
暦
三
十
六
1
6
0
8

古
銅
印
譜

張
学
礼
万
暦
二
十
1
5
9
2

古
銅
印
譜

周
廷
佑
康
煕
四
十
五

1
7
0
6

策
刻
印
譜

程
大
年
康
煕
四
十
一
1
7
0
2

古
銅
印
譜

万
暦
四
十
八

1
6
2
0

築
刻
印
譜

万
暦
四
十
五

1
6
1
7

築
刻
印
譜

濯
雲
傑
万
暦
三
十
五

1
6
0
7

古
銅
印
譜

正
徳
元
辛
卯

正
徳
二
壬
辰

1712

享
保
十
乙
巳

1
7
2
5

享
保
十
二
丁
未
1
7
2
7

享
保
十
二
丁
未

享
保
十
三
戊
申
1
7
2
8

元
文
元
丙
辰
1
7
3
6

元
文
二
丁
巳

1
7
3
7

何
雪
漁
印
譜

崇
雅
堂
印
譜

頼
古
堂
印
譜

暁
采
居
印
譜

印
薮

何
震

秦
漢
印
統

築
刻
印
譜

古
銅
印
譜

許
容
呉
忠

集
古
印
譜

古
銅
印
譜

許
容

築
刻
楚
騒

築
刻
印
譜

蘇
氏
印
略

蘇
宣

究
は
勿
論
こ
れ
で
完
了
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
研
究
は
漸
く
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
し
か
も
関
連
の
分
野
と
し
て
中
国
に
も
厖

大
な
蔵
品
を
収
め
て
い
る
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
全
体
的
か
つ
総
合
的
な

検
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
と
し
て
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

付
録
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
中
国
印
譜
の
目
録

（
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
』
に
よ
る
）

印
譜
•
著
者
お
よ
び
刊
行
年
次
種
類
注
記
舶
載
年
次

承
清
館
印
譜

金
一
甫
古
印
選

雪
斎
印
譜

孜
古
正
文
印
薮

文
雄
堂
印
譜

張
夷
令
崇
禎
年
間
1
6
4
0

周
応
照
天
啓
―
二

1
6
2
3

金
光
先
万
暦
四
十
1
6
1
2

元
禄
十
二
己
卯
1
6
9
9

元
禄
十
三
庚
辰
1
7
0
0

元
禄
十
五
壬
午
1
7
0
2

澄
懐
堂
印
譜

珍
珠
船
印
譜

趙
凡
夫
印
譜

誂
庵
集
古
印
存

宣
和
集
古
印
史

饂
光
楼
印
譜

鴻
棲
館
印
譜

谷
園
印
譜

秋
水
園
印
譜

未
識

宝
永
元
甲
申
1
7
0
4

宝
永
六
己
丑

1
7
0
9

正
徳
元
辛
卯
1
7
1
1

六
順
堂
印
賞

未
識

古
銅
印
譜

宝
書
堂
印
型

古
銅
印
譜

印
問

築
刻
印
譜

未
識

築
刻
印
譜

孝
慈
堂
印
譜

学
山
堂
印
譜

印
史
小
伝

鑢
香
詩
屋
印
存

王
玉
如
乾
隆
十
一

1
7
4
6

金
一
疇
乾
隆
二
十
一

1
7
5
6

築
刻
印
譜

雅
正
十
三

1
7
3
5

注
啓
淑
乾
隆
二
十
五

1
7
6
0

古
銅
印
譜

来
行
学
万
暦
二
十
四
1
5
9
6

古
銅
印
譜

荘
問
生
乾
隆

張
夷
令
崇
禎
四

1
6
3
1

荘
問
生
乾
隆

万
暦
四
十
五

1
6
1
7

築
刻
印
譜

康
煕
二
十
八

1
6
8
9

策
刻
印
譜

万
暦
四
十
三

1
6
1
5

築
刻
印
譜

康
煕
二
十
五

1
6
8
6

築
刻
印
譜

陳
在
専
乾
隆
二
十
五

1
7
6
0

築
刻
印
譜

顧
従
徳
万
暦
三

1
5
7
5

天
啓
元
1
6
2
1

楊
汝
諧
乾
隆
二
十
六

1
7
6
1

築
刻
印
譜

周
亮
工
康
煕
六

1
6
6
7

築
刻
印
譜

呉
亦
歩
万
暦
四
十
六
1
6
1
8

築
刻
印
譜

策
刻
印
譜

古
銅
印
譜

秦
漢
印
譜

古
銅
印
譜

古
銅
印
譜

築
刻
印
譜

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
二
壬
午
1
7
6
2

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
士
―
＿
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
士
二
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

宝
暦
十
三
癸
未
1
7
6
3

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5
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超
然
楼
印
譜

酔
愛
居
印
賞

飛
鴻
堂
印
譜

浪
山
堂
印
史

広
金
石
印
譜

期
翼
堂
印
譜

頼
古
堂
印
人
伝

四
本
堂
印
譜

古
今
印
幸

父
根
一
乾
隆
四
十
1
7
7
5

周
亮
工
康
熙
六
1
6
6
7

陳
森
年
乾
隆
五
十
一

1786~ 

翠
却
勺

E
}華
四

策
刻
印
譜

漢
銅
印
叢

古
銅
印
譜

古
今
印
則

陳
在
専
乾
隆
二
十
七
1
7
6
2

古
銅
印
譜

播
雲
傑
万
暦
三
十
五
1
6
0
7

古
銅
印
譜

王
嘗
章
乾
隆
五
1
7
4
0

注
啓
淑
乾
隆
十
二
1
7
4
7

胡
日
従
順
治
四
1
6
4
7

呉
青
震
乾
隆
十
四
1
7
4
9

程
彦
明
万
暦
三
十
1
6
0
2

注
啓
淑
乾
隆
十
七
1
7
5
2

付
記
こ
の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
公
私
各
方
面
の
印
譜
及

び
蔵
印
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
御
厚

意
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
①
井
原
録
之
助
『
鳴
鶴
先
生
叢
話
」
昭
文
堂
大
正
十
四
年
八
月
三
日

②
日
本
書
誌
学
体
系
3
『
市
島
春
城
古
書
談
叢
』
青
裳
堂
昭
和
五
十
―
―
―
年

古
銅
印
譜

研
山
印
草

王
玉
如
乾
隆
十
六
1
7
5
1

築
刻
印
譜

策
刻
印
譜

未
識

印
存
初
集

策
刻
印
譜

築
刻
印
譜

未
識

策
刻
印
譜

秦
漢
印
範

享
和
二
壬
戌
1
8
0
2

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
二
乙
酉
1
7
6
5

明
和
四
丁
亥
1
7
6
7

安
永
八
己
亥
1
7
7
9

安
永
八
己
亥
1
7
7
9

安
永
八
己
亥
1
7
7
9

安
永
八
己
亥
1
7
7
9

安
永
八
己
亥
1
7
7
9

安
永
九
庚
子
1
7
8
0

天
明
六
丙
午
1
7
8
6

寛
政
三
辛
亥
1
7
9
1

寛
政
十
一
己
未
1
7
9
9

八
月

③
日
比
野
丈
夫
「
楊
守
敬
の
金
石
学
」
（
『
書
論
』
第
二
十
六
号
）

④
鄭
安
(
-
八
六
四
ー
一
九
四

0)、
字
は
景
叔
、
号
は
適
瞳
、
浙
江
省
海

寧
の
人
。
金
石
学
に
詳
し
い
。

⑤

暗

同

(Silas
A
a
r
o
n
 H
a
r
d
o
o
n

一
八
四
七
ー
一
九
三
一
）
バ
ク
ダ
ッ

ド
生
ま
れ
、
英
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
。
上
海
で
吟
同
洋
行
に
よ
っ
て
富
豪
に
な
っ

た
。
上
海
倉
聖
明
智
大
学
の
オ
ー
ナ
ー
で
『
鉄
雲
蔵
亀
」
等
を
収
蔵
、
『
広

倉
学
｛
君
叢
書
』
を
刊
行
。

⑥
呉
沢
主
編
『
王
国
維
全
集
・
書
信
』
中
華
書
局
出
版
一
九
八
四
年
三
月
。

こ
の
一
九
一
六
年
六
月
十
六
日
付
の
手
紙
原
本
は
羅
継
祖
の
収
蔵
で
あ
る
。

⑦
羅
振
常
(
-
八
七
五
ー
一
九
四
二
）
、
字
は
子
経
、
浙
江
省
上
虞
の
人
。

羅
振
玉
の
い
と
こ
で
、
上
海
で
蝉
隠
鷹
と
い
う
書
店
を
経
営
す
る
。

⑧
呉
大
激
(
-
八
三
五
ー
一
九
〇
二
）
、
字
は
清
卿
、
号
は
恒
軒
・
窓
斎
・

鄭
寵
な
ど
甚
だ
多
い
。
江
蘇
省
呉
県
の
人
。
著
に
『
十
六
金
符
斎
印
存
』

『
古
玉
図
説
』
『
権
衡
度
量
実
験
考
』
『
説
文
古
描
補
』
等
が
あ
る
。

⑨
神
田
喜
一
郎
・
貝
塚
茂
樹
・
園
田
湖
城
・
梅
原
末
治
「
座
談
会
・
中
国
の

古
印
に
つ
い
て
」
（
『
墨
美
」
第
二
十
四
号
）
に
、
「
林
熊
光
の
器
斎
蔵
印
選

此
の
器
斎
蔵
印
選
は
後
、
中
村
不
折
に
帰
し
ま
し
た
」
と
い
う
。
林
熊
光

（
一
八
九
八
ー
一
九
七
二
）
は
号
は
弱
斎
・
朗
庵
、
台
湾
の
人
。
早
く
よ
り

日
本
に
学
び
、
金
石
学
に
詳
し
く
、
古
銅
印
の
蒐
集
に
名
を
残
し
た
。

⑩
『
西
冷
芸
報
』
第
百
期
に
、
西
治
印
社
名
誉
社
員
谷
村
憲
斎
は
河
井
仙
郎

の
撰
す
る
「
西
冷
印
社
記
」
を
楷
書
で
刻
石
し
て
、
孤
山
に
立
て
た
と
発
表
。
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⑪
西
川
寧
『
河
井
茎
鷹
の
築
刻
」
序
（
二
玄
社
一
九
七
八
年
五
月
）
の
注

に
、
「
願
性
延
齢
、
今
新
潟
大
学
に
蔵
さ
れ
る
原
印
を
見
る
と
、
側
款
に
苦

狐
子
製
と
あ
る
」
と
記
し
た
。

⑫
園
田
氏
旧
蔵
印
は
既
に
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
い

る。

⑬
松
丸
東
魚
「
古
璽
印
の
収
蔵
家
と
其
印
譜
」
（
「
東
魚
文
集
』
白
紅
社
昭

和
五
十
二
年
）
。
松
丸
長
三
郎
(
-
九
0

1

|
―
九
七
五
）
、
号
は
東
魚
、
東

京
の
人
。
策
刻
は
新
間
静
村
、
の
ち
に
河
井
茎
鷹
に
学
び
、
大
家
と
称
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
主
な
著
に
、
『
印
譜
集
考
』
『
河
井
先
生
の
思
ひ
出
』
『
松
丸

氏
種
椴
軒
所
蔵
印
譜
目
録
稿
本
』
（
北
川
博
邦
編
）
が
あ
る
。

⑭
一
九
九
三
年
四
月
二
十
一
日
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
長
徐
頻
芳

氏
が
、
東
京
国
立
博
物
館
を
訪
問
の
際
に
私
も
同
行
し
、
同
館
東
洋
課
中
国

考
古
室
長
高
濱
秀
氏
の
好
意
を
受
け
、
同
館
所
蔵
原
鈴
顧
氏
『
集
古
印
譜
』

と
陳
介
棋
旧
蔵
封
泥
を
拝
見
し
た
。

⑮
王
献
唐
(
-
八
九
七
ー
一
九
六

0
)、
初
名
は
家
駒
、
の
ち
培
と
改
め
、

号
は
鳳
笙
、
晩
号
は
向
湖
老
人
と
称
し
、
堂
号
は
双
行
精
舎
・
五
燈
精
舎
・

海
岳
楼
・
百
漢
印
斎
・
楽
平
印
鷹
な
ど
。
山
東
省
立
図
書
館
長
等
を
歴
任
し

た
。
著
に
、
『
両
漢
印
帯
』
三
巻
、
『
五
燈
精
舎
印
話
」
八
巻
、
『
臨
渦
封
泥

文
字
』
＋
巻
、
『
同
叙
目
』
等
が
あ
る
。

⑯
呉
沢
主
編
『
王
国
維
全
集
・
書
信
』
中
華
書
局
出
版
一
九
八
四
年
―
-
＿
月

⑰
王
献
唐
『
臨
漏
封
泥
文
字
叙
目
』
小
林
斗
壺
訳
『
書
口
巴
第
八
四
・
八
六
．

八
八
・
八
九
号
。

⑱
一
九
九
四
年
十
月
、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
開
館
記
念
特
別
展
「
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
ま
も
り
ー
そ
の
埋
も
れ
た
記
録
」
（
中
国
甘
粛
簡
贖
竪
古
墓

文
物
展
）
の
初
発
表
の
展
示
品
で
あ
る
。

（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
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